
事例５ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に着目した事例 

〇学年    第６学年 

〇主な領域  B生命・地球 ⑶生物と環境 

〇事例のポイント 

①これまで学習したことをＳＤＧｓの 17のゴールに当てはめて振り返ることで、理科の学びの

つながりを意識できるようにする。 

 ②ＳＤＧｓを取り入れた学び（世界的な 17の視点で理科の学びを整理すること）を取り入れる

ことで、自分が大切にしていることを表現し、自分ごとの学びにできるようにする。 

 ③グループで判断基準をつくり、照らし合わせながらランキングをつくるようにすることで、

対話を促し、協働的に解決できるようにする。 

 

１ 単元名 「生物と環境～持続可能な社会づくりからよりよい未来へ～」 第６学年 

 

２ 単元について 

  本単元の指導計画の作成に当たっては、人と環境の関わりからＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

の 17 のゴールの考え方に触れ、生き物同士の関わり、空気や水と生き物の関わりを考えながら

人と社会の関わりに目を向け、よりよい未来の姿について捉えられるようにする。特に、近年、

世界的に持続可能な社会を目指したＳＤＧｓの考え方が浸透してきたため、これまでの理科の学

習を、ＳＤＧｓの 17 のゴールと関係付けながら児童一人一人が考えるようにする。そして、持

続可能な社会づくりを児童が自分ごととして捉える中で、児童自身が理科の学習に新たな価値を

創造し、小学校の理科の学びの集大成として位置付けるようにする。 

評価計画の作成に当たっては、自分たちにとってのよりよい未来を考える中で、具体的に生き

物と環境との関わりについて観察、実験を通して理解しているかを把握し、評価するようにする。   

また、人と社会の関わりにこれまでの理科の学習が生かされていることに気付き、これからの

よりよい未来を考えるために生かそうとする児童の育成を目指す。 

 

３ 単元の目標 

生物と水、空気及び食べ物との関わりに着目して、それらを多面的に調べる活動を通して、生

物と持続可能な環境との関わりについて理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付ける

とともに、主により妥当な考えをつくり出す力や生命を尊重する態度、主体的に問題解決しよう

とする態度を育成する。 
 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①生物は、水及び空気を通して周囲の環

境と関わって生きていることを理解し

ている。 

②生物の間には、食う食われるという関

係があることを理解している。 

③生物と環境について、観察、実験など

の目的に応じて、器具や機器などを選

択して、正しく扱いながら調べ、それ

らの過程や得られた結果を適 切に記

録している。 

①生物と環境について見いだした

問題について、予想や仮説を基

に、解決の方法を発想し、表現す

るなどして問題解決している。 

②生物と環境について、観察、実験

などを行い、得られた結果を基

に考察する中で、生物と環境と

の関わりについて、より妥当な

考えをつくり出し、表現するな

どして問題解決している。 

①生物と環境についての

事物・現象に進んで関わ

り、粘り強く、他者と関

わりながら問題解決し

ようとしている。 

②生物と環境について学

んだことを学習や生活

に生かそうとしている。 

 



５ 指導と評価の計画（全１０時間扱い） 

次 時 学 習 活 動 評価の観点・方法 記録 

第
一
次 

１ ○人の暮らしが環境とどのように関わっているのかにつ

いて考える。 

・「環境」をキーワードに、地球に暮らしている自分たちに

できること、よりよい未来の姿を学級全体で話し合う。 

・ＳＤＧｓについて調べる中で、掲げている 17 のゴールに

ついて ICT端末を活用して調べる。 

【思考・判断・表現①】 

（発言・記述） 

 

 

 

２ ○ＳＤＧｓの 17のゴールについて考える。 

・理科の学習を生かして解決できそうなことを話し合う。 

・ＳＤＧｓの視点を６年生の学習について当てはめ、これ

からの学習に見通しをもつ。 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

（発言・行動観察） 

 

第
二
次 

３ 

 

○生物同士の関わりについて考える。 

・人と食べ物のつながりを話し合う。 

【思考・判断・表現①】 

（発言・記述） 

 

 

４ ○生き物同士の「食べる」「食べられる」関係を整理する。 

・陸上の生物、水中の生物の食物連鎖について話し合

う。 

【知識・技能②】（発言・記述） ○ 

第
三
次 

５ ○空気と生き物の関わりについて調べる。 

・空気（酸素や二酸化炭素）と生き物の関わりについて話

し合う。 

・植物に袋を被せて、中の空気の体積の割合の変化を

調べる。 

【知識・技能③】（行動観察・記録） 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

（行動観察・記述） 

 

○ 

○ 

６ ○空気と生き物の関係についてまとめる。 

・植物が日光に当たることで、二酸化炭素が減り、酸素が

増えることを確かめる。 

・空気が生き物に及ぼす影響について考える。 

【思考・判断・表現②】 

（発言・記述） 

【知識・技能①】（発言・記述） 

○ 

 

第
四
次 

７ ○水と生き物の関わりについて調べる。 

・水の循環マップを作成し、水と生き物の関係についてま

とめる。 

【思考・判断・表現①】 

（発言・記述） 

【知識・技能①】（発言・記述） 

 

 

○ 

第
五
次 

８ 

本
時 

○人と環境、地球の未来を考える。 

・これまで理科で学習したことをＳＤＧｓの 17 のゴールに

当てはめて振り返る。 

 

【主体的に学習に取り組む態度②】 

（行動観察・記述） 

 

９ ○ＳＤＧｓの視点で自分たちにできることを考える。 

・理科の学習を生かして、ＳＤＧｓの目標の達成のため

に、自分ができそうなことを考える。 

・話合いを基に、具体的な提案を考える。 

【思考・判断・表現①】 

（発言・記述） 

 

○ 

10 ○理科の学習を通してよりよい未来の姿を考える。 

・提案についての発表会を行う。 

・よりよい未来のための行動の仕方について話し合う。 

【主体的に学習に取り組む態度②】 

（発言・記述） 

○ 

編 P75指導計画作成の留意事項⑷

（４） 

編 P75指導計画作成の留意事項⑵ 

編 P75指導計画作成の留意事項⑻ 

編 P75指導計画作成の留意事項⑹ 

事例のポイント① 
これまで学習したことをＳＤＧｓの１７のゴールに当てはめて

振り返ることで、理科の学びのつながりを意識できるようにする。 

編 P75指導計画作成の留意事項⑵ 



６ 本時の学習指導（本時 ８／10時） 

⑴目標 

<学びに向かう力、人間性等> 生物と環境について学んだことを学習や生活に生かそうとする

ことができる。 

⑵展開 

 
学習活動 
 

教師の働きかけと 
予想される児童の反応 

指導上の留意点（・）評価規準（◇） 

１ＳＤＧｓの考え

方を振り返り、

問題を見いだ

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２これまでの理科

の学習と、 

ＳＤＧｓの関わ

りについて考え

る。 

(1)個人で考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

【提示資料】 

持続可能な開発目標 

(ＳＤＧｓ)活用ガイド 

 

 

(2)全体で共有す

る。 

ＴＳＤＧｓではどのようなゴールを

目指していますか。 

Ｃ海とか陸とかの環境についてのゴ

ールがあったよ。 

Ｃ飢餓とかあまり日本では聞かない

目標もあるよね。 

Ｃエコな暮らしのためのゴールもあ

って、最近節電するようにしてい

るよ。 

Ｃたくさんあってなかなか覚えられ

ないのもあるよね。 

 

 

Ｔこれまで学習してきたことは、 

ＳＤＧｓの 17のゴールのどこに

当てはまるでしょうか。 

Ｃ生き物の食物連鎖で水の中の生き

物を扱ったら 14に入るかな。 

Ｃ地球温暖化は二酸化炭素が原因の

一つだから、植物や動物の学習と

一致しそう。 

 

 

 

 

 

 

【これまでの学習 

と比較しながら 

考えている様子】 

 

 

Ｔそれぞれが考えたことを発表しま

しょう。 

・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）で掲げている 17のゴール

についてのイメージを発表する

ことで、言葉だけで捉えるので

はなく、それぞれのゴールが示

す価値に触れられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

【ＳＤＧｓの 17のゴール】 

・これまでの学習を振り返る中

で、17 のゴールについて説明

が書かれた資料を配り、学習と

ゴールの内容を比較しながら確

認できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・17のゴールのラベルを操作で

きるようにするために、個人

用、黒板掲示用にカード化した

物を用意する。 

 

 

 

 

 

働かせる理科の「見方・考え方」 

これまでの学習とＳＤＧｓの 

17 のゴールを多面的に考えられる

ようにする。 

よりよい未来のために、理科の学習を活用する

ことで自分たちには何ができるのだろうか。 

 

事例のポイント① 
これまでは、ＳＤＧｓの１７のゴー

ルから理科の学習を考えていたが、こ
の場面では、これまでの学習からＳＤ
Ｇｓの１７のゴールに当てはめるよ
うにする。理科で学習した内容を基に
して考えることで、ＳＤＧｓに対して
よりつながりを意識することができ、
児童が自分事として捉えることがで
きるようになる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ＳＤＧｓピラミ

ッドランキング

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ物の燃え方と空気の内容は、７に

関係していると思います。なぜな

ら、火力発電で電気エネルギーを

生み出していると考えたからで

す。 

Ｃそれなら電気の学習は７になる

ね。 

Ｃたぶん生き物関係は 13～15につ

いて直接関係しているから関わり

は深いね。 

Ｃ11は大地のつくりをもとに考えて

いくこともできるんじゃないか

な。 

Ｔ理科の学習を生かして解決できる

ものは、どのゴールだと言える

か、ランキングを作ってみましょ

う。 

Ｃ生かせそうなものはたくさんある

から順番を付けづらいね。 

Ｃちょっと理科の学習から遠いもの

から考えてみるかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生物と環境など、複数のゴール

に当てはまる単元を例として示

し、具体的に学習内容を想起し

ながら進めるようにする。 

・ＩＣＴ端末を活用するように指

示し、過去の学習履歴を検索し

ながら話し合うことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習活動２で使ったラベルをカ

ード化した物を使って操作しな

がら個人で考えるようにする。 

・グループの考えをまとめるとき

に、大きめのホワイトボードを

使ってカードを操作しながらま

とめるようにする。 

 

 

◇【態②】生物と環境について学

んだことを学習や生活に生かそ

うとしている。（行動観察・記述） 

指導に生かす評価 

【Ｂ評価に至っていない児童への支援】 

根拠に基づく説明ができない児

童には、過去の学習を振り返り、

自分たちに身近なものは何か考え

るよう声をかけ、根拠を選択でき

るよう支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

【ＳＤＧｓピラミッドランキング】 

①「理科の学習が一番生かせる目標

ランキング」として、優先順位を決

めることを確認する。 

②まずはワークシートを使って個人

で１位１枚、２位２枚、３位３枚を

決め、ピラミッド型に、配置する。 

 

 

 

 

 

 

③それぞれの考えを出しながら、グ

ループでどのような基準でランキ

ングするのか、話し合って決める。 

④グループの基準を決め、グループ

としてのピラミッドランキングを

まとめる。 

活動の 

様子と 

ホワイト 

ボード 

編 P75指導計画作成の留意事項⑻ 

編 P75指導計画作成の留意事項⑵ 

事例のポイント② 
まず、カード化して自分で操作する

ことができるようにしておくと、選

択、判断がしやすくなり、自分が大切

にしていることを表現しやすくなる。

また、みんなでランキングをつくる活

動を設定することで、参加型の学びに

なり、自ずとＳＤＧｓの１７のゴール

に向き合うことができるようになる。 

事例のポイント③ 
グループの判断

基準を自分たちで

つくることは、目的

を意識し、大事なこ

とを共通理解する

ことにつながる。考

えを共有し、検討す

る中で、基準に照ら

し合わせながらラ

ンキングをつくれ

ば、対話を促し、協

働的に解決できる

ようになる。 



４各グループの発

表を比べ、クラ

スとして大事に

したいことを共

有する。 

 

 

 

 

 

 

５本時を振り返

り、次時の活動

の目的を確認す

る。 

 

 

Ｔ各グループから出たランキングを

見て、気になるところはあります

か。 

Ｃ生き物関係はかなり上位に来てい

る気がする。 

Ｃ大事にしたいところや生かせそう

だと考えるところはみんな似てい

るんだな。 

Ｃ自分たちが選んでいなかった目標

も、理科の学習に関わっていると

分かってよかった。 

Ｔ次は今日の授業を基に、自分たち

でできることを具体的に考えてい

きます。 

Ｃ実際にやるとなると、いったいど

んなことができるかな。 

Ｃ節電や節水など学校でもできるこ

とだと続けやすいかな。 

 

 

・各グループの考えを発表すると

きに、ランキングの基準を伝え

ながら発表を行うように指示す

る。 

・各グループのランキングを黒板

に並べることで、差異点、共通

点に着目しやすくする。 

 

 

 

 

・改めて黒板に貼りだした各班の

ランキングに目を向けるように

することで、理科の学習がＳＤ

Ｇｓの 17の目標と深い関わり

があることを意識できるように

する。 

 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい未来のために、自分たちができることを提案しよう。 

・１７のゴールのラベルを操作できるようにするために、

個人用、黒板掲示用にカード化した物を用意する。 

・具体的に学習内容を想起しながら進めるようにする。 

・各グループが考えるＳＤＧｓピラミッドランキングを貼り、

差異点、共通点に着目しやすくする。 



７ 実践をする上での留意点と成果と課題 

⑴ 実践をする上での留意点 

事例のポイント① 

これまで学習したことをＳＤＧｓの 17 のゴールに当てはめて振り返ることで、理科の学びの

つながりを意識できるようにする。 

そのためには、第６学年の学習の導入で人と環境の関わりやＳＤＧｓの 17 のゴールに触れ、

１年間の学習を関係付けながら進めていくことを確認する。特に、位置付けとして学年の最後の

時期にすることで、小学校での学習を基に自分たちのよりよい未来をイメージし、将来について

考えることとつなげることができる。 

また、理科の学習とＳＤＧｓの 17 のゴールの関係性をより多様に捉えることができるように

するために、はじめは、ＳＤＧｓの 17 のゴールを理科の学習に当てはめるとどうなるかという

考え方をさせ、本事例の場面では、第６学年の理科の学習を中心に、これまでの学習をＳＤＧｓ

の 17のゴールに当てはめるとどうなるかという考え方へ転換するようにする。 

 

○持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の 17のゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考ＵＲＬ） 

・国際連合広報センター 持続可能案開発 ２０３０アジェンダより 

（ https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_dev

elopment/2030agenda/） 

 

○理科の学びのつながりを意識できるよう

にする板書 

 

単元おわり（本事例） 

 ・理科の単元が 17のゴールのどの目標に 

当てはまるか考えるようにする。 

 

 理科の単元  → 17のゴール 

 

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/


 事例のポイント② 

ＳＤＧｓを取り入れた学び（世界的な 17の視点で

理科の学びを整理すること）を取り入れることで、自

分が大切にしていることを表現し、自分ごとの学び

にできるようにする。 

そのためには、優先順位を決めるという活動＝ラ

ンキングづくりを活用する。特に、ピラミッドランキ

ングにすることで、１番を決めやすくするだけでな

く、２番目以降に幅を持たせることができ、多様な考

えを選択、受容できるようになる。また、ワークシー

トを活用して一人一人が 17のゴールを確認しながら

自分で順位を決めるという場面を取り入れること

で、学習に対して参加する意識を高め、自分ごととし

て捉えられるようにする。 
（参考ＵＲＬ） 

・外務省 

ＪＡＰＡＮ ＳＤＧｓ 

 Ａｃｔｉｏｎ Ｐｌａｔｆｏｒｍ 

中学生向けの副教材『私たちがつくる持続可能な世界～

SDGsをナビにして～』 

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html） 

・環境省 総合環境政策 

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）活用ガイド」（https://www.env.go.jp/policy/sdgs/） 

 

事例のポイント③ 

グループで判断基準をつくり、照らし合わせながらランキングをつくるようにすることで、対

話を促し、協働的に解決できるようにする。 

そのためには、各自のランキングの基準を基にしたランキングを作成している必要がある。そ

して、それぞれの考えを基に、共通点、差異点を明確にしながら、判断基準をつくるようにする。

次に、グループとしての判断基準ができれば、１番にくるものを選択するようにする。その後は、

２番目、３番目と決めてもよいし、基準から遠いものから除いていくという決め方でもよい。ま

た、６枚すべてのカードを使うことができなくとも、おおよそグループの考え方が何によって決

められているかが分かればよい。グループ内でお互いの考えを表現しながら、考えを受け入れ、

選択して進めるようにする。 

 

←ピラミッド 

ランキング 

※あまったカード

を使った班もある。 
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⑵ 成果（〇）と課題（▲） 

○年間を通した単元とすることで、ＳＤＧｓの考え方を自然と日

常の中にも取り入れたり、他の教科の学習で話題にしたりする

ことができた。 

○ＳＤＧｓの 17 のゴールをカード化し、操作しながらランキン

グを考えることで、個人で考える際も使うことができ、確認し

ながら考えることができた。 

また、グループでの活動もカードを操作し、対話をしながら試行錯誤する様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元終了時には、理科の学習を基にして、よりよい未来のために自分がこれからできることに

ついてまとめ、自分の提案として発表する姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲単元として年間を通して進める計画のため、この単元に関わる内容を想起することが難しかっ

た。ノートの記録だけなく、ＩＣＴ端末で記録を取り出して写真を使ってイメージを想起する

など、ＩＣＴ端末等の活用が必要であると感じた。 

▲社会への参画という少し理科と離れた部分のため、理科の学習が様々なところに関わっている

という捉えができていない児童にとっては、意識しづらい内容になっていたようであった。 



資料：カード化に使った 17のゴール画像 

 


